








１. は じ め に

















摘する. また, 学生用図書の記述内容の分析に先立ち, 近年求められる教員像
と教職課程における ｢教育原理｣ の位置づけも確認する.
本稿に特に関連する先行研究としては, 中嶋他 () によるものを挙げる






なお, 本稿において分析の対象とした ｢教育原理｣ に関する学生用図書は文









について』 においては, ①いつの時代にも求められる資質能力, ②今後特に求
められる資質能力, ③得意分野を持つ個性豊かな教員という３つの側面から検
討され, その中で, 教員の資質能力は, ｢専門的職業である 『教職』 に対する
愛着, 誇り, 一体感に支えられた知識, 技能等の総体｣ であるとされた. また,









また, 上述した教養審第一次答申では, 大学の教職課程は, 教員として最低
限の資質能力を身につけさせる段階であるとし, 最低限の資質能力を ｢教職課
程の個々の科目の履修により修得した専門的な知識・技能を基に, 教員として
の使命感や責任感, 教育的愛情等を持って, 学級や教科を担任しつつ, 教科指
導, 生徒指導等の職務を著しい支障が生じることなく実践できる資質能力｣ と
した. つまり, 大学の養成段階では実践的指導力の基礎に重点を置き, 採用後
の研修において実践的指導力の向上を図ることを示した. さらに, ｢最近まで
の諸施策の展開は次第に, 『大学における教員養成』 段階から実践的指導力そ
のものの育成を求めている｣ (土屋) という指摘があるように, 実践的指
導力を重視する方向が強まっている.




を例にすれば, 学士の学位を有することを基礎資格とし, 大学で ｢教科に関す




る科目｣ ２単位, ｢教育の基礎理論に関する科目｣ ６単位, ｢教育課程及び指導
法に関する科目｣ 単位, ｢生徒指導, 教育相談及び進路指導等に関する科目｣
４単位, ｢教育実習｣ ５単位, ｢教育実践演習｣ ２単位で構成されている. 本稿






及び思想｣, ｢幼児, 児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 (障害のある幼
児, 児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程を含む.)｣, ｢教育に関する社会
的, 制度的又は経営的事項｣ の３つの事項が示されており, それぞれ２単位ず
つ配分されるのが一般的である. ｢教育原理｣ は, ｢教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想｣ に相当する科目として２単位を修得することが求められる.

































てる学校として, 最も重要な学校であった. 修道院学校は, 計算や読み書き等
が初歩的なものとして教えられ, その後, 上級段階に進むと ｢自由七科｣ と呼
ばれる科目を学習することになった. 自由七科は, 文法, 修辞, 論理学という
三学と, 算術, 幾何, 天文学, 音楽という四科に分けられた. これらの上に哲
学が位置しており, 中でも神学は最高の学問として位置づけられていた. その
後, 世紀から世紀にかけて, ルネサンスの運動が展開されることとなった.






り上げたものは８点であった. さらに, これらを詳細に分析すると, 欧米の学
校教育の歴史に ｢制度的側面｣ からアプローチしたものと ｢思想的側面｣ から
アプローチしたものとに大別できる.
制度的側面からアプローチした学生用図書の多くでは, ｢学校制度と教育行






例えば, 教師養成研究会 () にみられる ｢近代社会の幕開けは国民一般を
対象にした学校制度誕生の曙でもあった｣ や ｢『学校』 という機関が, 社会の
制度として整備され始める歴史の始まりでもあった｣ との記述はその典型とい




し強化されていった. こうして, 学校制度は, 近代公教育の場として整備され,
著しく発展することになった｣ と記述し, 学校教育の始まりを国民教育制度の
構築として捉えている.
また, 欧米の学校教育の歴史を解説するにあたり学校体系を ｢複線型｣ ｢単
線型｣ ｢分岐型｣ の３類型によって (教師養成研究会), もしくは, ｢下構






ち, ｢なぜ, いつごろから学校が必要とされるようになったのか｣ また, ｢この
ような学校がどのように発展し, 今の学校になったのか｣ という問いに対して,
社会状況を背景とするなかでいかなる思想家が学校教育の目的や方法を構想し










は, 概ね ｢近代教育制度の成立｣, ｢戦前の教育制度の展開｣, ｢戦後の教育改革｣
といった時期に区分したうえでそれぞれの時期の学校教育の特質を解説するも
のとなっている.
一般的に, 我が国の近代教育制度の端緒は年の ｢学制｣ の発布によると
理解される場合が多いが, 本稿の調査でも対象とした点の学生用図書のうち
点で ｢学制｣ が取り上げられていた. 例えば佐藤他 () は, 学制により
単線型学校系統や中央集権的行政組織が志向されたこと, あるいは, 学制下に







される明治後期の学校教育を取り上げる文脈は, 例えば大浦 (	) のように
それらを国家主義の教育理念として捉えるものもあれば, 佐藤他 () のよ
うに国民教育の確立と整備として記述するものもみられる. しかしながらその
後の学校教育の展開を取り上げる文脈はそれを取り上げる多くの学生用図書に









































とは極めて重要であろう. しかしながら, それと同時に, 学校が出現した背景
や期待された役割等を思想的側面から解説することもまた重要となり得る. し
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